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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第101期
第１四半期
累計期間

第100期
事業年度

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 992,017 3,702,055

経常利益 (千円) 40,740 78,643

四半期(当期)純利益 (千円) 41,966 100,603

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ―

資本金 (千円) 1,437,050 1,437,050

発行済株式総数 (株) 19,110,000 19,110,000

純資産額 (千円) 2,191,851 2,172,020

総資産額 (千円) 4,335,617 4,554,939

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 2.21 5.30

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ―

自己資本比率 (％) 50.55 47.68

(注) １　当社は平成23年４月１日を効力発効日として、当社100％出資の連結子会社である株式会社旭メンテナンス工

業を吸収合併いたしました。よって当第１四半期累計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりません。ま

た前連結会計年度まで連結財務諸表を作成しているため、前第１四半期累計期間については記載しておりま

せん。

２　売上高には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、第101期第１四半期累計期間及び第100期事業

年度は潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動については、以下のとおりであります。

　
合併

連結子会社であった株式会社旭メンテナンス工業は、平成23年４月１日をもって、当社と合併いたしま

した。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　
当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。 

 

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

なお、前第１四半期累計期間は、四半期連結財務諸表を作成していたため、前年同四半期との比較分析は

行っておりません。

　
(1)業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資の持ち直し、海外市場の

緩やかな回復が見られたものの、欧州を中心とする金融不安、為替レートの急激な変動、デフレの進

行、加えて東日本大震災による電力の供給不安等により先行き不透明な状況の中で推移いたしまし

た。

鋳造業界をとりまく経営環境におきましては、震災の影響が一部にありましたものの総じて好転

の兆しが見えてまいりました。しかしながら依然として鋳物原材料及び鋳物副資材料の高値継続、市

場の縮小等により収益性の減少を余儀なくされております。

このような経営環境の中で、当社の平成24年３月期　第１四半期の業績は、売上高につきましては、

震災の影響で製品・部品供給網が寸断されたことにより自動車部品及び汎用エンジン部品の減少が

ありましたものの、小型建設機械業界を始めとしてその他主要取引先の海外市場が堅調に推移した

ことにより、992百万円となりました。利益面につきましては、新規取引先への提案営業活動の展開及

び既存取引先への受注獲得活動の強化を実施するとともに、製造活動において徹底した製造諸経費

の削減、改善活動による生産性の向上に努めた結果、営業利益28百万円、経常利益40百万円、四半期純

利益41百万円となりました。

なお、当社は、鋳物事業の単一セグメントであるため、セグメント毎の記載は行っておりません。

　
（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　
（3）研究開発活動

　該当事項はありません。 

　
（4）経営成績に重要な影響を与える要因について

当社を取り巻く環境は、主要取引先である小型建設機械業界、自動車業界の受注が激減することに

より、当社の操業度の大幅な低下を招いております。それにより、収益の大幅な減少を余儀なくされ、

当社の経営に与える影響が非常に大きいと認識しております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,110,000同左
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株
であります。

計 19,110,000同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

― 19,110,000 ― 1,437,050 ― 965,788
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― 　

議決権制限株式(自己株式等) ― ― 　

議決権制限株式(その他) ― ― 　

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)      
普通株式       135,000 

― 　

完全議決権株式(その他) 普通株式    18,682,00018,682　

単元未満株式 普通株式       293,000― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　　　　　　19,110,000 ― ―

総株主の議決権 ― 18,682 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
中日本鋳工株式会社

愛知県西尾市港町６番地６ 135,000― 135,000 0.71

計 ― 135,000― 135,000 0.71

　

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間までの役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年

内閣府令第63号)に基づいて作成しております。

当社は、当社100％出資の連結子会社であった株式会社旭メンテナンス工業を当第１四半期会計期間

（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）において吸収合併したことに伴い、当第１四半期累

計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）から初めて四半期財務諸表を作成しているた

め、前第１四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）の四半期損益計算書は記

載しておりません。また、四半期貸借対照表については、前事業年度（平成22年４月１日から平成23年

３月31日まで）及び当第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）を記載し

ております。

　
　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期財務諸表について、かがやき監査法人による四半期レビューを受けております。

　

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 649,180 375,651

受取手形及び売掛金 762,691 814,992

商品及び製品 40,288 55,138

仕掛品 160,056 164,366

原材料及び貯蔵品 28,692 31,106

その他 9,105 11,215

貸倒引当金 △200 △200

流動資産合計 1,649,815 1,452,271

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 863,431 861,869

機械装置及び運搬具（純額） 590,572 558,803

工具、器具及び備品（純額） 42,402 42,855

土地 492,866 507,104

建設仮勘定 12,608 32,644

有形固定資産合計 2,001,882 2,003,276

投資その他の資産

投資有価証券 833,212 831,660

その他 70,030 48,407

投資その他の資産合計 903,242 880,068

固定資産合計 2,905,124 2,883,345

資産合計 4,554,939 4,335,617
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 605,483 628,405

1年内返済予定の長期借入金 183,285 150,033

未払金 86,413 90,879

未払費用 54,337 61,497

未払法人税等 8,062 816

賞与引当金 21,020 32,670

その他 31,948 31,283

流動負債合計 990,550 995,586

固定負債

長期借入金 990,324 758,779

繰延税金負債 77,185 62,558

退職給付引当金 83,908 75,310

役員退職慰労引当金 61,314 63,036

長期未払金 160,371 160,371

その他 19,265 28,123

固定負債合計 1,392,369 1,148,178

負債合計 2,382,919 2,143,765

純資産の部

株主資本

資本金 1,437,050 1,437,050

資本剰余金 965,788 965,788

利益剰余金 △336,663 △294,696

自己株式 △10,416 △10,520

株主資本合計 2,055,758 2,097,621

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 116,261 94,230

評価・換算差額等合計 116,261 94,230

純資産合計 2,172,020 2,191,851

負債純資産合計 4,554,939 4,335,617
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 992,017

売上原価 863,182

売上総利益 128,835

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 37,484

給料及び手当 15,628

その他 47,292

販売費及び一般管理費合計 100,405

営業利益 28,429

営業外収益

受取利息 5

受取配当金 10,534

固定資産賃貸料 10,848

その他 49

営業外収益合計 21,438

営業外費用

支払利息 4,525

債権売却損 2,736

固定資産賃貸費用 1,790

その他 75

営業外費用合計 9,127

経常利益 40,740

特別利益

投資有価証券売却益 4,796

抱合せ株式消滅差益 2,913

特別利益合計 7,710

特別損失

固定資産処分損 169

投資有価証券評価損 5,498

特別損失合計 5,667

税引前四半期純利益 42,783

法人税、住民税及び事業税 816

法人税等合計 816

四半期純利益 41,966
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【会計方針の変更等】

　

該当事項はありません。

　

　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

該当事項はありません。

　

　

　

【追加情報】

　
当第１四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　

　該当事項はありません。

　
　
　
(四半期損益計算書関係)

　

　該当事項はありません。

　

　

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりです。

　
当第１四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 55,019千円

　

また、当第１四半期累計期間から初めて四半期財務諸表を作成しているため、前第１四半期累計期間に

ついては、記載しておりません。

　
　

　
(株主資本等関係)

　

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

当第１四半期会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）　

　
共通支配下の取引等　　　

当社は、平成23年2月10日開催の取締役会において、当社の100％連結子会社である株式会社旭メン

テナンス工業を吸収合併する決議を行い、平成23年4月1日にこれを実行いたしました。

（１）取引の概要

①結合当事企業または対象となった事業の名称及びその事業の内容

　 結合当事企業の名称 当社の連結子会社である株式会社旭メンテナンス工業

　 事業の内容 熱交換器関連機器、メンテナンス関連機器の製造販売

②企業結合日　　　　　平成23年4月1日

③企業結合の法的形式

　　当社を存続会社、株式会社旭メンテナンス工業を消滅会社とする吸収合併方式

④結合後企業の名称　　中日本鋳工株式会社

⑤取引の目的を含む取引の概要

　株式会社旭メンテナンス工業は、平成元年に熱交換器関連機器の製造およびメンテナンスに関与

するツール・マシンの製造販売会社として設立されました。その後、同社は平成16年2月に当社が新

規事業の展開を図り事業の拡大を目的とし、当社の子会社となりました。このたび当社は、子会社を

整理・統合することで販売部門の強化、事務部門の削減等、経営の効率化及び収益構造の強化を図

るため、同社を吸収合併することを決定いたしました。

⑥吸収合併に係る割当ての内容

　　本合併による株式その他の金銭等の割当てはありません。

⑦消滅会社の新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い

　　該当事項はありません。

　
（２）実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）および「企業結合会

計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月

26日）に基づき、共通支配下の取引として処理しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　　 当第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　

当社は、鋳物事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

当第１四半期累計期間から初めて四半期財務諸表を作成しているため、前第１四半期累計期間につい

ては、記載しておりません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第１四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 ２円21銭

    (算定上の基礎) 　

    四半期純利益(千円) 41,966

    普通株主に帰属しない金額(千円) ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 41,966

    普通株式の期中平均株式数(株) 18,973,309

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

当第１四半期累計期間から初めて四半期財務諸表を作成しているため、前第１四半期累計期間について

は記載しておりません。

　
　
　
　
(重要な後発事象)

　

　該当事項はありません。

　

　

　

　

　

２ 【その他】

　

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２３年８月１２日

中日本鋳工株式会社

取締役会  御中

かがやき監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    稲 垣 　靖      ㊞

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    上 田　勝 久    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中日
本鋳工株式会社の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの第１０１期事業年度の第１四半期会

計期間（平成２３年４月１日から平成２３年６月３０日まで）及び第１四半期累計期間（平成２３年４月１
日から平成２３年６月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書
及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、中日本鋳工株式会社の平成２３年６月３０日現在の財
政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項
がすべての重要な点において認められなかった。 

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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